
 

 令和７年度事業計画 

 

 

１ 長岡市の令和７年度当初予算  

令和７年度長岡市当初予算は、『都市としての拠点性を高め、選ばれ

るまち長岡の礎を創る予算』と位置付け、一般会計の予算規模は、１，

４５２億６，５００万円（前年度比８ .４％増）、普通建設事業費は、２

４３億９，５９８万円（前年度比８４億２，１１４万円、５２ .７％大

幅増）、うち単独事業費は、１０８億１，２３５万円（前年度比３０ .２％

大幅増）となった。            ＜内部資料参照＞  

 

 

２ 長岡市に対する要望活動（重点項目）  

 会員各位の質問・意見を踏まえ、重点的に長岡市へ積極的な要望活

動を実施していく。  

（１）地域事務所及び包括協定等については地域特性を生かした改善  

（２）試行的に導入された『変動型（平均型）最低制限価格制度』を  

   新潟県に準じた入札制度への早期変更  

（３）長岡市発注公共工事に対する改善  

  ① 令和４年度から継続した「書類の簡素化・電子化の推進」  

  ② 他自治体と同様な「優良表彰制度」の早期導入  

  ③ 当協会・会員の優位性の確立  

（４）長岡市入札制度の諸条件の改善  

  なお、改善の具体的な項目については、総務・技術委員会等で検討  

  する。また、長岡市議会に対しても、同様な要望活動を行う。  

 

 

３ 予算運営  

収入では、会費については、令和７年度から会費基準表の正規額を

適用し、納入する。  

支出では、これまでの事業内容を精査して、限られた予算を効率的

に執行するとともに経費節減に努める。  



 

４ 協会事業等の取組み  

 協会は、地域の経済と雇用を支え、災害時の応急復旧や除雪業務を

通して地域の安全と安心を担い、地域の活性化に積極的に取り組んで

いる。  

 さらに、若者の入職促進や定着といった担い手の確保育成対策をは

じめ、週休二日制の実現、長時間労働の是正、現場で働く技術者や技

能者の処遇を改善する働き方改革など、関係する諸団体と連携を図り

ながら対策を進める。  

（１）災害時の応急対応及び復旧支援事業  

長岡市と締結しているいわゆる「災害応援協定」により、災害

応急要請があった場合は「災害時緊急連絡表」により地域の

担当業者が優先的に迅速に対応する。  

 （２）環境美化運動  

    各地域で開催される「まつり」の清掃活動等に地域の会員が参  

    加する。  

① 長岡地域は、「長岡まつり大花火大会」の花火会場早朝清掃  

② 小国地域は、「桜まつり」の会場設営及び清掃  

③ 栃尾地域は、「とちお遊雪まつり」の会場清掃  

 （３）建設業の施策の普及及び調査研究  

① 工事安全パトロール（土木・建築工事）については、建設  

業労働災害防止協会新潟県支部長岡分会と連携する。  

② 長岡市公共工事に関する情報交換会、研修旅行を実施する。 

 （４）創立８０周年記念事業について  

    令和８年度は、当協会の創立８０年目を迎えるにあたり、その  

記念事業等の準備事務を開始する。  

 

 

５ 研修事業  

 入札と契約制度の改正や工事施工上の課題、建設業界の新しい動き

に対応するために研修や研究事業を積極的に進め、会員の資質向上を

図る。  

 また、先進地の優れた公共施設や公共工事現場等の視察研修を行い、

会員の技術向上に努める。  

 



 

６ 広報・情報提供  

 （１）広報誌の発行  

会員に対しては、長岡市等からの制度改正の通知やお知らせな

どを随時提供するとともに、協会の活動状況、経営状況を周知す

るため、広報誌「ながおか建設だより」を充実し、１月に発行す

る。  

 （２）ホームページの充実  

協会の活動状況や経営状況等、必要な情報を広く伝えるためホ

ームページの充実を図る。  


